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令
和
２
年
12
月
15
日
に
、
藤
崎
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ふ
じ

丸
く
ん
」「
ジ
ャ
ン
坊
く
ん
」
が
描

か
れ
た
新
し
い
福
祉
バ
ス
（
日
野
自

動
車
製
41
人
乗
り
）
が
納
車
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
単
位
ク
ラ
ブ
・

専
門
部
会
の
研
修
旅
行
や
親
睦
会
に

大
い
に
利
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
通
り
で
す
が
、
記
載
事
項
や

条
件
は
次
の
通
り
で
す
。

㈠
利
用
目
的　

　
　

行
き
先
・
人
数
（
15
人
以
上
）

㈡
利
用
期
日　

　
　

出
発
場
所
・
発
車
時
刻

㈢
利
用
時
間　

８
時
30
分
～
16
時
30
分
迄

㈣
利
用
条
件　

目
的
地
ま
で
の
時
間 

片
道
２
時
間
以
内

㈤
申
し
込
み　

利
用
期
日
の
前
月
20
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

役
場
福
祉
課
窓
口
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
今
年
度
の
単
位
ク
ラ
ブ
利
用
数
は
３
団
体
で
各
１
回
で
し
た
。

対
岸
の
火
事
と
思
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
世
界
中

が
席
巻
さ
れ
て
し
ま
い
、
日
常
生
活
や
あ
ら
ゆ
る
活
動
等
が
自
粛

や
緊
急
事
態
宣
言
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
中
、
女
性
部
は
弘
前
市
で
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
発

生
以
前
に
三
密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）
に
気
を
付
け
「
体
験
コ
ー

ナ
ー
」「
健
康
講
話
」
を
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
12
月
19

日
㈯
に
は
、
町
老
連
舘
山
会
長
を
お
迎
え
し
て
、
令
和
３
年
度
に

向
け
て
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
長
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
行
事
や
研
修
活
動
が
中

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
要
・
不
急
の
外
出
を
控
え
、
手
洗
い
・
う

が
い
・
咳
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
に
気
を
付
け
、

楽
し
く
元
気
に
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
再
開
で
き
る
様
に
、
一
日
も

早
く
終
息
す
る
よ
う
、
各
々
が
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
会
後
の
話
題
は
、
殆
ど
の
役
員
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

の
影
響
で
子
供
や
孫
に
も
会
え
ず
、
買
い
物
と
病
院
を
往
復
す
る

だ
け
と
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
に
大
き

な
穴
と
小
さ
な
穴
を
開
け
、
こ
の
穴
に
お
手
玉
を
投
げ
入
れ
る
単

純
な
遊
び
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難
し
く
入
ら
な
い
の

で
、
応
援
す
る
人
と
一
緒
に
大
笑
い
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
皆

さ
ん
と
お
会
い
し
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
終
息
し
、
活
動
が
再
開
さ
れ

る
よ
う
心
か
ら
祈
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
で
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
出
歩
く
機
会
が
減
り
、

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

皆
さ
ん
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

　

運
動
不
足
解
消
の
簡
単
で
場
所
も
取
ら
ず
、
誰
に
で
も
出
来
る

運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

①
両
足
を
20
㎝
位
開
い
て
立
つ
。

　

②
足
の
カ
カ
ト
を
上
げ
ス
ト
ン
と
落
と
す
。

　

③
回
数
は
50
回
程
続
け
ま
す
。

　
　

こ
れ
を
一
日
３
回
位
を
メ
ド
に
無
理
な
く
行
っ
て
下
さ
い
。

　

晴
れ
て
お
だ
や
か
な
１
月
15
日
㈮
10
時
か
ら
町
文
化
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
で
理
事
会
を
開
催
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
37
人

が
出
席
し
た
。 

今
回
の
理
事
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
全
国

的
に
多
く
な
っ
た
現
状
か
ら
三
密
に
留
意
し
行
っ
た
。
参
加
者
数

の
制
限
・
時
間
の
短
縮
・
懇
親
会
は
取
り
や
め
た
。

一
、
会
長
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
末
か
ら
大
雪
が
続
い
て 

大
変
な
年

末
年
始
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
理
事
会
は
、

例
年
行
な
っ
て
い
る
新
年
研
修
会
を
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
か
ら
平
田
町
長
の
町
政
報
告
会
と

懇
親
会
を
中
止
し
て
、
参
集
範
囲
も
縮
小
し
⅓
程
度
の
人
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
町
老
連
の
行
事
も
８
月
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は
全
て
中
止
し

ま
し
た
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
も
活
動
中
止
が
多
い
中
、
年
一
回
の
研
修
旅
行
を

楽
し
み
に
し
て 

い
る
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

社
協
の
バ
ス
も
新
し
く
な
っ
た
の
で
、
是
非
社
協
の
バ
ス
を
利

用
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
令
和
三
年
は
皆
で

楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
全
老
連
会
長
表
彰
並
び
に
県
老
連
会
長
表
彰
状
伝
達
式

　

会
長
が
受
賞
者
一
人
ず
つ
前
に
出
て
い
た
だ
き
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
手
渡
し
た
。

　

記
念
品
は
、
老
連
陶
芸
部
の
好
意
に
よ
る
湯
呑
茶
碗
と
町
老
連

か
ら
額
が
贈
ら
れ
た
。

    

◉
全
老
連
会
長
表
彰

　
　

・
育
成
功
労
者　

大
川　

雄
弘
氏    （
広
報
委
員
長
）

    

◉
県
老
連
会
長
表
彰

　
　

・
優
良
ク
ラ
ブ 

久
井
名
舘
松
葉
会   （
代
表 

佐
藤
キ
ク
ヱ
）

    　

・
個
人
功
労
賞

　
　
　
　
　

横
嶋　

正
信
氏
（
俵
舛
下
俵
舛
長
寿
会
長
）

　
　
　
　
　

清
野
草
名
義
氏
（
矢
沢
長
寿
会
長
）

　
　
　
　
　

小
笠
原
正
成
氏
（
表
町
長
寿
会
長
）

　
　
　
　
　

一
戸　

 

了 

氏
（
常
盤
養
命
会
第
２
会
長
）

　
　
　
　
　

齋
藤　

恵
一
氏
（
前
福
館
福
寿
会
長
）

              　

佐
藤　

良
精
氏
（
前
久
井
名
舘
松
葉
会
長
）　　
　

　
　
　
　

部
長　

古
舘
容
子
氏

　

始
め
に
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の

経
緯
に
つ
い
て
説
明
。

 

会
長
・
広
報
委
員
長
に
お
礼
を
述
べ
、

レ
ク
ダ
ン
ス
の
活
動
と
歩
み
な
ど
を
発

表
し
た
。

 

『
人
生
百
年
、
も
う
一
歩
‼
』
と
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

や
意
欲
的
な
活
動
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
。

    

◉
県
老
連
会
長
表
彰
受
賞
優
良
ク
ラ
ブ

              　
　
　

久
井
名
舘
松
葉
会 

会
長　

佐
藤
キ
ク
ヱ
氏

　

会
員
数　

39
名　

　

年
会
費  
千
五
百
円

　

役
員
数　

10
名

　

松
葉
会
一
同
の
モ
ッ

ト
ー
は
、『
楽
し
む
こ

と
』
が
一
番
で
す
。

　

年
間
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
四
季
を
通
し
て

詳
し
く
報
告
が
あ
っ
た
。

　

特
に
社
協
と
協
力
し

て
の
「
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
は
毎
月

15
日
に
行
い
、
芸
能
発

表
会
・
秋
ま
つ
り
の
出

し
物
な
ど
を
皆
で
相
談

を
し
て
行
動
し
た
結
果
、

絆
が
深
ま
っ
た
事
例
が

話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
は
活

動
状
況
が
口
コ
ミ
で
伝

わ
り
次
第
に
多
く
な
り
、

更
に
、
活
動
が
活
発
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
。

　

11
時
に
閉
会
、
町
老

連
か
ら
の
特
製
鮨
弁
当

を
持
ち
帰
り
で
散
会
し

た
。

三
、
活
動
報
告

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

た
め
時
間
を
短
縮
し
て
発
表
さ
れ
た
。

  

◉
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
　
　
活
動
発
表
団
体

　
　

 

レ
ク
ダ
ン
ス
部　

順
延

45

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
例
年
２

月
に
実
施
し
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
大
会
を
順
延
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ご
了
承
下
さ
い
。

今
後
は
、
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
実
施
時
期
を
検
討
し
ま
す
。

詳
細
は
【
白
寿
】
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
止

　

今
年
度
も
「
お
楽
し
み
湯
治
の
会
」
を
企
画
・
検
討
い
た

し
ま
し
た
が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
お
客
様
の
安
心
・
安
全
を
考
え
今
回
は
残
念
な
が

ら
中
止
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
南
観
光
株
式
会
社

２　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月 役員会 10:00
2 火 囲碁・将棋部 12:30
3 水
4 木 囲碁・将棋部 12:30
5 金
6 土
７ 日

8 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

10 水 茶道部 13:00
11 木 建国記念の日
12 金
13 土
14 日
15 月 芸能部 12:00

16 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

17 水

18 木
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

19 金
20 土
21 日

22 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

23 火 天皇誕生日
24 水 茶道部 13:00
25 木 囲碁・将棋部 12:30
26 金
27 土 【白寿】配布日 10時以降

28 日

町
老
連 
理
事
会
開
催

 

女
性
部  

臨
時
役
員
会
実
施

　
　
久
し
ぶ
り
の
再
会 

ゲ
ー
ム
で
楽
し
む

　
第    

回 

お
楽
し
み
湯
治
の
会 

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

新
し
い
福
祉
バ
ス

ト
ラ
ン
プ
大
会  

順
延
の
お
知
ら
せ

出席者全員で受賞者を囲み記念撮影
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佐
藤　

透

数
え
年
で
今
年 

70
歳（
古
希
）に
な
る
。
実
に
父
親
の
亡
く
な
っ

た
年
を
超
し
て
し
ま
っ
た
。

確
か
に
子
供
と
し
て
は
目
出
度
い
こ
と
な
の
だ
が
、
難
敵
が
一

人
居
る
。
そ
れ
は
母
親
で
あ
る
。
今
年
94
歳
に
な
る
が
健
在
で
あ

る
。
背
が
小
さ
く
太
っ
て
い
ず
、
い
わ
ゆ
る
長
生
き
し
そ
う
な
体

型
で
あ
る
。

私
自
身
に
し
て
も
昔
で
い
う
と
古
希
な
の
で
長
く
生
き
た
方
で

あ
る
の
に
、
今
ど
き
の
老
人
達
は
平
気
で
百
歳
ま
で
生
き
永
ら
え

る
（
失
礼
）
の
で
、
子
供
の
私
達
が
先
に
天
に
昇
る
可
能
性
が
出

て
来
た
。
案
の
定
、
私
の
す
ぐ
上
の
兄
が
昨
年
72
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
今
時
は
人
生
百
歳
な
の
で
こ
う
い
う
現
象
が
起
き
て
し
ま
う
。

ま
あ
、
私
的
に
は
70
歳
ま
で
生
き
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
案
外
と
御

の
字
で
あ
る
が
。

実
際
の
所
、
経
済
の
方
は
80
歳
位
ま
で
の
計
算
し
か
し
て
い
な

い
の
で
、
万
が
一
の
場
合
は
少
し
だ
け
心
配
で
は
あ
る
。
時
々
公

務
員
の
歯
科
医
師
に
な
っ
て
お
い
た
方
が
良
か
っ
た
か
な
、
な
ど

と
軽
く
後
悔
し
て
み
た
り
す
る
が
、
こ
の
齢
ま
で
来
る
と
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
で
尻ケ

ツ

を
ま
く
る
し
か
な
い
。

詰
ま
る
所
マ
イ
ッ
タ
す
る
ま
で
仕
事
を
す
る
し
か
な
い
と
い
う

結
論
に
達
す
る
。
た
だ
少
し
ず
つ
だ
が
、
仕
事
量
は
減
る
か
も
知

れ
な
い
。
そ
の
折
は
皆
様
宜
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。
と
今
朝

突
然
と
し
て
徒
然
に
こ
ん
な
文
章
を
書
き
た
く
な
っ
た
。

他
意
は
無
い
の
で
悪
し
か
ら
ず
。

　

漢
字
文　

　
簁
桔
槹
戽
桶
水
車
飜

　

車
龍
骨
車
簑
笠
籮
石

　

籠
等
之
加
修
理
破
損

　

毎
日
田
畑
越
見
廻
指
図

　

肝
要
也
扨
又
新
田
開

　
読
み
下
し
文

　
簁

ふ
る
い 

桔は
ね
つ
る
べ槹 

戽な
げ
つ
る
べ桶 

水み
ず
ぐ
る
ま車 

飜ふ
み

　

車
ぐ
る
ま 

龍り
ゅ
う

骨こ

車し
ゃ 

簑み
の 

笠か
さ 

籮ふ
ご 

石じ
ゃ

　

籠か
ご 

等と
う

之の 

破は
そ
ん損
に
修し
ゅ
う
り理
を
加く
わ

え

　

毎
日
田
畑
越を

見
廻
り 

指さ
し
ず図

　

肝か
ん
よ
う要
也な
り 

扨さ
て 

又ま
た 

新し
ん
で
ん田 

開か
い

　

◆
主
な
道
具
の
説
明
　

　
藩
政
時
代
に
は
、
用
水
の
設
備
が
十
分
で
な
く
、
夏
期
に
は
日

照
り
で
渇
水
が
し
ば
し
ば
発
生
し
た
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、

井
戸
や
水
路
か
ら
揚
水
し
田
畑
に
灌
水
し
た
。

揚
水
す
る
た
め
の
道
具
に
は
水
車
を
使
っ
た
大
が
か
り
の
物
ば
か

り
で
な
く
、
持
ち
運
び
の
出
来
る
小
回
り
の
道
具
が
開
発
さ
れ
た
。

◇
桔は

ね

　
槹つ
る
べ　

井
戸
か
ら
水
を
汲
む
道
具
。

　
　
　
　
　

お
も
り
が
あ
る
の
で
楽
に
汲
む
こ
と
が
出
来
た
。

◇
　
　
桶つ
る
べ　

用
水
路
か
ら
田
畑
に
水
を

　
　
　
　
　

汲
み
入
れ
る
道
具
。
桶
に

縄
を
付
け
、
二
人
で
水
を
汲
み
、
呼
吸

を
合
わ
せ
田
に
水
を
投
げ
入
れ
た
。

◇
飜ふ

み

　
車ぐ
る
ま　
踏
車
と
も
い
う
。
足

                  

で
踏
み
付
け
田
へ
揚
水
し
た
。

◇
龍り
ゅ
う
こ
し
ゃ

骨
車
　
前
項
と
同
じ
目
的
で
揚
水
す
る
が
、
か
な
り
大
型
の

　
　
　
　
　

物
で
、
二
人
で
自
転
車
の
よ
う
に
ク
ラ
ン
ク
を
手
で

回
転
さ
せ
、
長
い
距
離
を
連
続
し
て
揚
水
し
た
。

◇　

籮ふ
ご

　
　
竹
で
出
来
た
笊ざ

る

の
こ
と
。

◇
石じ
ゃ

　
籠か
ご    

蛇
籠
と
も
言
い
水
流
を

　
　
　
　
　

弱
く
し
て
、
護
岸
の
た

め
に
使
わ
れ
た
。
当
時
の
物
は
、
竹

製
や
縄
製
で
籠
の
中
に
は
石
を
詰
め

て
重
く
し
、
流
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。

　

こ
の
技
術
は
、
現
在
で
も
使
わ
れ
、

針
金
の
籠
に
石
を
詰
め
て
い
る
。
用

水
の
取
り
入
れ
口
付
近
の
堤
防
に
設

置
し
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
き
っ

と
御
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

教
養
部
の
仕
事　
　
　
　
　
　

中
野
目
長
寿
会　

神　

集
明

昭
和
五
十
七
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
四
つ
の
部
門
を

立
て
て
活
動
の
企
画
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

体
育
部
・
芸
能
部
・
園
芸
部
・
教
養
部
の
４
部
門
で
す
。

私
は
教
養
部
の
責
任
者
と
な
り
、
老
人
大
学
・
シ
ル
バ
ー
セ
ミ

ナ
ー
・
健
康
講
座
・
各
趣
味
の
講
座
な
ど
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
主
に

文
化
部
門
の
事
業
の
企
画
実
施
に
あ
た
り
ま
し
た
。

老
人
大
学
は
、
昭
和
四
十
五
年
私
が
公
民
館
館
長
を
し
て
い
た

当
時
、
公
民
館
で
開
設
し
た
の
で
す
が
、
数
え
て
み
る
と
今
年
で

十
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
、
公
民
館
か
ら
事
業
の
実
施
を
移
し
て
い
た
だ
き
継
続
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
、
や
る
気
十
分
の
老
人
が
頭
を
フ
ル
回

転
さ
せ
て
学
び
合
う
機
会
と
し
て
は
最
高
で
、
老
人
の
社
会
を
見

る
視
野
を
広
げ
て
い
こ
う
と
み
な
さ
ん
意
欲
的
で
す
。
五
十
七
年

度
は
こ
れ
ま
で
四
回
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
林
達
夫
氏
に
よ
る

時
事
問
題
・
町
内
の
史
跡
と
町
の
歴
史
な
ど
を
取
り
上
げ
、
ど
れ

も
予
定
時
間
を
超
過
す
る
熱
心
さ
で
し
た
。

各
趣
味
の
講
座
は
参
加
者
の
自
主
的
な
運
営
と
ご
指
導
頂
く

方
々
の
奉
仕
で
、
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。
月
曜
日
の
お
茶
・

お
花
、
金
曜
日
の
手
芸
工
作
、
さ
ら
に
書
道
な
ど
手
が
け
、
さ
ら

に
今
後
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
凧
上
げ
大

会
や
、
お
茶
会
、
私
の
主
張
発
表
会
な
ど
に
発
展
し
て
い
っ
て
お

り
、
楽
し
い
限
り
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
昭
和
五
十
七
年
度
は
楽
し
く
も
忙
し
い
年
で

し
た
。
私
自
身
も
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
仕
事
、
教
養
部
関
係
の

事
業
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
中
野
目
長
寿
会
の
運
営
と
多
忙
な
一
年

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
私
達
老
人
は
、
自
分
の
手
で
自
分

の
老
後
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
残
っ

た
人
生
を
ど
う
味
付
け
し
て
い
く
か
、
そ
の
手
段
と
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
を
大
い
に
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
焼
き
物
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
モ
ヤ
シ
栽
培
）・

七
宝
や
染
色
な
ど
の
手
芸
、
木
工
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
生
き
が

い
と
創
造
の
事
業
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
団

体
で
、
個
人
で
是
非
一
人
で
も
多
く
参
加
さ
れ
、
多
忙
の
中
に
老

後
の
充
実
に
つ
と
め
ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者　

老
人
ク
ラ
ブ
教
養
部
長
）

第
三
回
目
は
、
先
回
と
同
じ
く
田
畑
耕
作
等
の
道
具
類
の
紹
介

の
続
き
と
、
新
し
く
農
家
の
心
構
え
や
仕
事
の
内
容
が
加
わ
り
ま

す
の
で
少
し
は
、
農
民
の
生
活
の
一
端
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
農
業
で
最
も
重
要
な
潅
漑
用
の
道
具
や
設
備
で
、
水

不
足
に
対
応
し
た
も
の
で
す
。

図
面
は
、
主
に
資
料
中
か
ら
選
定
し
、
不
足
分
は
広
辞
苑
・
字

源
等
の
辞
書
も
参
照
使
用
し
た
。
ど
う
か
図
の
中
の
道
具
と
本
文

を
組
み
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

（広辞苑より）

　
　
　

一　

人
生
五
十
は　
　

昔
だ
よ

　
　
　
　
　

今
や
六
十
は　
　

ま
だ
つ
ぼ
み

　
　
　
　
　

七
十 

八
十
は 　

花
ざ
か
り

　
　
　
　
　

百
で
よ
う
や
く　

実
を
結
ぶ

　
　
　

二　

二
度
得
ら
れ
ぬ　
　

こ
の
命

　
　
　
　
　

朝
毎
夜
毎
に　
　
　

こ
の
命

　
　
　
　
　

生
き
る
し
あ
わ
せ　

感
謝
し
て

　
　
　
　
　

み
ん
な
仲
よ
く　
　

く
ら
そ
う
よ

　
　
　

三　

流
る
る
水
は　
　
　

く
さ
ら
な
い

　
　
　
　
　

氷
る
ひ
ま
な
し　
　

水み
ず

車
ぐ
る
ま

　
　
　
　
　

体
も
頭
も　
　
　
　

ほ
ど
ほ
ど
に

　
　
　
　
　

使
っ
て
生
き
よ
う　

百
ま
で
は　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鉄
道
唱
歌
の
替
え
歌
）

　

◆
農
民
の
心
得

　
道
具
類
の
説
明
が
殆
ど
終
わ
り
、
今
回
資
料
の
三
行
目
よ
り
、

農
民
の
な
す
べ
き
心
得
が
登
場
し
た
。

　

㈠
農
具
の
破
損
修
理
を
行
う
こ
と
。

　

㈡
毎
日
田
畑
を
見
廻
り
、
水
加
減
や
気
が
つ
い
た
こ
と
を
指
図

　
　

す
る
こ
と

　
㈢
そ
し
て
新
田
の
開
発
、
地
な
ら
し
を
済
ま
せ
る
こ
と
。

　

今
回
の
と
こ
ろ
は
、
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
次
回
か
ら
は
、

検
地
に
係
わ
る
事
項
が
出
て
く
る
。

　

新
田
開
発
、
地
な
ら
し
が
終
わ
っ
た
ら
、
検
地
に
入
り
、
持
主
・

名
主
の
計
測
を
受
け
、
検
地
の
手
続
き
す
る
よ
う
詳
し
く
説
明
さ

れ
て
い
る
。

な
げ

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

107  

先
輩
に
学
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
一
号 

昭
和  

57  

年
度
　
㈧

　
古
文
書
に
学
ぶ
　
⑶

　
　
　
　
【
百
姓
往
来
】
江
戸
書
林
版 

③

　
【
百
姓
往
来
絵
抄
】　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

　

使
用
し
た
。

高
木
ア
ツ
子

帰
省
な
く
主
婦
が
鑑
の
寝
正
月

鈴
木
　
て
つ

菓
子
売
場
避
け
て
通
る
が
ま
だ
三
日

三
浦
　
進
　  

見
栄
張
ら
ず
質
素
な
暮
ら
し
白
寿
ま
で　

石
動
　
弘
一

一
合
瓶
七
勺
入
れ
て
和
解
す
る

（字源より）

（百姓往来より）
（百姓往来より）

下
北
正
津
川 

優
婆
寺
の
和
尚
さ
ん
の
詩

（広辞苑より）

龍骨車と筧

飜車（踏車）


